
古
代

イ

ン
ド
下
層

カ
ー

ス
ト
に
關
す
る
若
干

の
考
察

藤

謙

敬

一
、
宗
教
的
儀
式
の
除
外

古
來
、

イ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
下
層
カ
ー
ス
ト
は
生
活
の
全
般
に
わ

た
つ
て
、
様
々
な
不
利
釜
な
差
別
待
遇
を
受
け
て
き
た
。
特
に
宗
敢
的

な
民
族
で
あ
る
イ
ン
ド

・
ア
ー
リ
ヤ
民
族
の
肚
會
に
お
い
て
は
、
下
暦

力
ー
ス
ト
は
宗
教
的
儀
式
か
ら
除
外
さ
れ
、
上
暦
力
ー
ス
ト
の
享
受
す

る
様
々
な
樺
利
が
與
え
ら
れ
な
か
つ
た
。

タ
イ
ッ
テ
ィ
リ
ー
ヤ

・
サ
ン

ヒ
タ
ー
に
よ
れ
ば
、

シ
ュ
ー
ド
ラ
は
紳
か
ら
光
明
を
受
け
る
鮎
に
お
い

(
1
)

て
、

上
位

三

カ
ー

ス
ト
と

同
様

で
あ

つ

た

よ
う

で
あ

る

が
、

し
か

し

一

方

に

お

い

て
、

シ

ュ
ー

ド

ラ

は

ヴ

ェ
ー
ダ

の

供

犠

を

禁

じ

ら

れ

て

い

た
。

印

ち
、

「
人

間

の
中

で

は

シ

ュ
ー

ド

ラ
、
動

物

の
中

で

は
馬
。

從

つ

て
馬

と

シ

ュ
ユ

ド

ラ

の
こ

れ
ら

爾

者

は

存

在

す

る

も

の
を

運

搬

す

る

も

の
 
b
h
u
t
a
-sa
m
k
r
a
m
in
 で

あ

り
、

そ

れ

故

に

シ

ュ
ー

ド

ラ

は
供

犠

に

(
2
)

お

い

て
適

當

で

は
な

い
。
」

と

読

か

れ

て

い
る
。

ア

イ
タ

レ
ー

ヤ
・
ブ

ラ

ー

フ

マ
ナ
に

よ
れ

ば
、

ヴ

ェ
ー
ダ

を

諦

す

る

に
も
、

バ

ラ

モ

ン
は

ガ

ー

ヤ

ト

リ
ー
 
G
a
y
a
t
r
i
 
調
、

ラ

ー

ジ

ャ

ヌ

ヤ
は

ト

リ

シ

ト

ゥ

ブ
 
T
r
is
-

t
u
b
h
 
調
、

ヴ

ァ
イ

シ

ャ
は

ジ

ャ

ガ

テ

ィ

ー
 
J
a
g
a
ti
 調

を

も

つ

て
諦

す

る

が
、
ー
シ

ュ
ー

ド

ラ
に
關

し

て

は
、

紳

は

シ

ュ
ー

ド

ラ
を

創
造

す

る

に

(
3
)

當

つ

て
、

い
か

な

る
韻

律

を

も

與

え

な

か

つ
た

と

い
わ

れ

る
。

タ

ー

ン

ド

ヤ

・
マ

ハ
ー

ブ

ラ
ー

フ

マ
ナ

に

は
、

シ

ュ
ー

ド

ラ
は

い
か

に
多

く

の

家

畜

を

有

す

る

と

も
、

供

犠

を

行

う

資

格

は
な

く
、

又

再

生
族

の
足

を

洗

う

よ

う

な
賎

し

い
仕

事

を

し
な

け

れ

ば

な

ら

な

か

つ
た

こ

と

を

示

し

(4
)

て

い
る
。

ブ

リ

ハ
ド

ア
ー

ラ

ニ
ャ
カ

・
ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ

ド
に

よ

れ

ば
、

シ

ュ
ー

ド

ラ
は

扶

養

者
 
p
u
s
a
n
 
と

し

て
神

に
よ

つ

て
造

ら

れ

た

と
説

か

れ

て

(
5
)

い
る

が
、

チ

ャ
ー

ン
ド

ー
ギ

ャ

・
ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ

ド
に

は
、

こ

の
世

に

お

い

て
醜

悪

な

る
行

を

な

す

も

の
は

醜

悪

な

る

胎
、

即

ち

犬

の
胎
、

あ

る

い
は

牡
豚

の
胎
、

あ

る

い
は

チ

ャ

ン
ダ

ー

ラ
 
C
a
n
d
a
l
a
 

の
胎

に

入

(
6
)

る

こ
と

に
な

る

と

し

て

い
る
。

 

シ

ュ
ー

ド

ラ
は
浮

法

を

受

け

る

こ
と

が

で

き

な

い
か

ら
、

祭

祀

に
参

與

す

る
資

格

は
な

い
。

從

つ

て

シ

ュ
ー

ド

ラ
の

た

め

に
祭

祀

を

行

う

こ

と

は
禁

止

さ

れ

た
。

マ

ヌ
法

典

に

よ

れ

ば
、

シ

ュ
ー

ド

ラ
あ

た

め

に
祭

古
代

イ
ン
ド
下
暦

力
ー

ス
ト
に
關

す
る
若

干

の
考

察

(
藤
)
 

四
三
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古
代

イ

ン
ド
下
暦

カ
ー

ス
ト
に
關
す
る
若
干

の
考
察

(
藤
)
 

四
四

を

行
う

者

は
肢

髄

に

よ

つ

て
多

く

の

バ

ラ

モ
ン
に
燭

れ

る
時
、

そ

の
数

撰

だ

け
布

施

の
善

果

を

失

う

と

い
わ

れ
る
。

バ

ラ

モ

ン
は
決

し

て

シ

ュ
ー

ド

ラ
か
ら

供

犠

の
た

め

に
財

産
を

乞

い
受

け

て
は

な

ら

な

い
。

何

故

な

ら

ば
、

乞

う

て
祭

祀

を

行

え

ば
、

死

後

チ

ャ

ン
ダ

ー

ラ
と

し

て

生

ま

れ

る

か
ら

で
あ

る
。

シ

ュ
ー

ド

ラ
か

ら

財

を

得

て
、

火

祭
 
a
g
n
i
-
h
o
t
r
a

を

行

う

者

は

シ

ュ
ー

ド

ラ

の
祭

檜

で
あ

る
。

故

に

ヴ

ェ
ー

ダ

を

説

く
者

(
7
)

の
間

で
は
非

難

さ

れ

る

と
説

か

れ

て

い
る
。

 

因

み

に

チ

ャ
ー
シ

ド

ー

ギ

ャ

・
ウ

パ

ニ
シ

ヤ

ッ
ド

に

は
、

奴
隷

女

ジ

ャ
ー

バ
ー

ラ
ー
 
J
a
b
a
l
a
 

の
子

サ

テ

ィ

ヤ
カ

ー

マ
 
S
a
ty
g
k
a
m
a
 が

ハ

ー

リ
ド

ル

マ
タ
 
H
a
r
i
d
r
u
m
a
t
a
 

の
許

に
入

門

を

許

さ

れ

た

こ
と

を

説

(8
)

い
て
い
る
。
入
門
式
 
U
p
a
n
a
y
an
a
 は
重
要
な
宗
敏
的
儀
式
の

一
つ
で

あ
る
が
、
右
の
場
合
も
、

サ
テ
ィ
ヤ
カ
ー

マ
の
資
性
言
動
が
バ
ラ
モ
ン

と
同
様
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
許
可
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
彼

が

ハ
ー
リ
ド
ル
マ
タ
の
許
に
到
り
、
梵
行
を
修
す
る
こ
と
を
願
い
出
た

際
に
、

ハ
ー
リ
ド
ル
マ
タ
は
型
の
如
く
入
門
者

に
そ
の
姓
を
問
う
た

所
、

サ
テ
ィ
ヤ
カ
ー
マ
は
自
ら
何
れ
の
姓
で
あ
る
か
を
知
ら
ず
、
自
分

は
か
う
て
そ
の
母
が
若
い
時
に
諸
家
に
侍
碑
と
し
て
勤
め
た
際
に
得
た

私
生
児
で
あ
り
、

ジ
ャ
ー
バ
ー
ラ
ー
女
の
子
サ
テ
ィ
ヤ
カ
ー
マ
と
名
乗

る
の
み
で
あ
る
と
答
え
た
の
に
封
し
、

ハ
ー
リ
ド
ル
マ
タ
は

「
バ
ラ
モ

ン
で
な
く

て
は
、

こ
の
よ
う
に
明
言
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
…
…
私

は
お
前
を
弟
子
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

お
前
は
眞
實
を
捨
て
な
か
つ
た
か

ら
で
あ
る
」
と
言

つ
て
、
弟
子
と
し
た
と
い
わ
れ
る
。
但
し
こ
の
よ
う

な
姓
の
剣
ら
な
い
者
が
入
門
を
許
さ
れ
た
の
は
、
い
わ
ば
例
外
の
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
際
も
決
し
て
下
層
カ
ー
ス
ト
の
者
と
し
て
で
は
な
く
、

バ
ラ
モ
ン
待
遇
と
し
て
認
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ブ
ラ
フ
マ
ス
ー
ト

(9
)

ラ
も
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

123456789

二
 
シ
ュ
ー
ド
ラ
の
法

経
典
文
學
に
お
い
て
は
、

シ
ュ
ー
ド
ラ
に
關
す
る
種

々
な
る
規
定
を

設
け
て
い
る
。
先
ず
、

バ
ラ
モ
ン
へ
の
奉
仕
の
み
が
シ
ュ
ー
ド
ラ
の
優

れ
た
義
務
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
そ
れ
以
外
の
何
事
を

な
し
て
も
、
彼
に
果
報
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な

い
か
ら
の
あ
る
。
バ
ラ

モ
ン
は
シ
ュ
ー
ド
ラ
の
能
力
、
勤
勉
及
び
扶
養

者

の
総
数

を
考
慮

し

て
、
自
己
の
家
族
の
財
産
か
ら
、
適
宜
に
扶
持
を
與
え
る
べ
き
で
あ
る
。

ヴ

ェ
ー
ダ
を
知
り
、
家
佳
者
に
し
て
、
名
聲
の
あ
る
バ
ラ
モ
ン
に
奉
仕
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す

る

こ
と

は
、

シ

ュ
ー

ド

ラ

の
義

務

で

あ

り
、

最

高

の
安

樂

を

も

た

ら

す

も

の

で
あ

る
。

清

浄

に
し

て
」

上
位

の
カ

ー

ス
ト

に
奉

仕

し
、

言

葉

優

し

く
、

利

己

的

で
な

く
、

常

に

バ

ラ

モ

ン
に
庇

護

を

求

め

る

シ

ュ
ー

ド

ラ
は

來

世

に

お

い

て
高

い

カ
ー

ス
ト

を
得

る

と
さ

れ
る
。

反

封

に
、

再

生

族

に

し

て

シ

ュ
ー

ド

ラ

に
奉

仕

す

る

如

き

は
、

實

に

ア

パ
ー

ト

リ

ー

カ

ラ

ナ
 
(
a
p
a
t
rik
a
r
a
n
a
,
 
カ
ー

ス
ト
か
ら
堕
落
す
る
仕
事
を
な
す

こ
と
)

(
1
)

の
罪
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

 

シ
ュ
ー
ド
ラ
は
自
在
神
 
s
v
ay
a
m
b
h
u
 に
よ

つ
て
、
バ
ラ

モ
ン
の

奴
隷
と
し
て
創
造
さ
れ
た
た
め
に
、
シ
ュ
ー
ド
ラ
に
封
し
て
は
、
買
わ

れ
た
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
奴
隷
の
仕
事
 
d
a
sy
a
 を
強
制
す

る
こ
と

が
で
き
た
。

シ
ュ
ー
ド
ラ
は
そ
の
所
有
者
 s
v
a
m
in
 か
ら
解
放
さ
れ
て

も
、
奴
隷

た
る
こ
と
か
ら
は
解
放
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
そ
の
生
得
 
n
i-

sa
rg
a
 の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
何
人
も
彼
か
ら
そ
れ
を
除
く
こ
と
は
で

き
な
い
。
奴
隷
は
財
産
を
有
し
な
い
と
い
わ
れ
、
彼
等
の
得
る
財
産
は

彼
等
を
所
有
す
る
者
に
屡
す
る
と
さ
れ
る
。

シ
ュ
ー
ド
ラ
は
た
と
い
能

力
が
あ

つ
て
も
、
財
産
を
蓄
積
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
故
は
、
も
し
シ
(2
)

ユ
ー
ド
ラ
が
財
産
を
得
る
と
き
は
、
バ
ラ
モ
ン
を
害
す
る
か
ら
で
あ
る
。

シ

ュ
ー
ド
ラ
は
我
の
三
徳
 
g
u
n
a
 
の
中
、
タ

マ
ス
 ta
m
a
s
 の
性
質

を
有
す
る
も
の
と
目
さ
れ
た
。
タ

マ
ス
に
厩
す
る
も
の
の
徳

の
相
は
貧

欲
、
睡
眠
、
不
堅
固
、
残
忍
、
無
神
論
 
n
a
s
t
i
k
y
a
,
、

悪
し
き
生
活
を

迭
る
こ
と
、
常
に
し
つ
こ
く
物
乞
い
を
す
る
こ
と
及
び
怠
慢
で
あ
る
。

タ
マ
ス
の
性
質
に
薦
す
る
も
の
は
常
に
畜
生
た
る
性
格
 tiry
a
k
tv
a
 に

赴
く
と
さ
れ
た
。
タ
マ
ス
の
性
質
に
属
す
る
者
に
は
、
上
中
下

の
三
種

(3
)

が
あ

る

が
、

シ

ュ
ー

ド

ラ

は
中

位

の
道

程

に

あ

る

と

み

ら

れ

た
。

 

シ

ュ
ー

ド

ラ

の
妻

と

な

り

得

る

者

は

シ

ュ
ー

ド

ラ

の
婦

人

の

み

で
あ

つ
た
。

但

し

シ

ュ
ー

ド

ラ

の
婦

人

は

上
位

三

力
ー

ス

ト

の
妻

と

な

る

こ

と

は

で

き

た

が
、
バ

ラ

モ

ン
や

ク

シ

ャ
ト

リ

ヤ
は

た

と

い
窮

迫

し

て
も
、

シ

ュ
ー

ド

ラ

の
婦

人

を

そ

の
最

初

の
妻

と

し
た

こ
と

は

物
語
 
v
rtt
a
n
ta

に

も

説

か

れ

て

い
な

い
と

し

て
、

嚴

重

に
戒

め

て

い
る
。

愚

か

さ

の
故

に
卑

し

い
生

ま

れ

の
妻

を

姿

つ

た
再

生
族

は
直

ち

に
そ

の
子
孫

も

ろ

と

(4
)

も

家

族

を

シ

ュ
ー

ド

ラ

の
地

位

に
落

す

と
さ

れ

た
。

1
 
M
a
n
u
,
 
x
. 
12
3
,
 
12
3
,
 
12
4
,
 IX
.
 33
4
,
 
3
3
5
;
 X
I
.
 
7
0

2
 
ib
i
d
.
,
 
4

1
3
,
 
4
14
;
 
V
I
I
I
.
 

4
1
6
;
 
X
.
 12
9

3
 
i
bi
d
.
,
 

X
I
I
.
 
3
3
,
 
3
4

4
 
i
bi
d
.
,
 

I
II
.
 
13
-
1
5

三
、

混

合

力

ー

ス
ト

の
獲

生

高

い
カ

ー

ス
ト

の
男

子

と
低

い

カ

ー

ス
ト

の
婦

人

と

の
結

婚

に

よ

る

出

生
即

ち

ア

ヌ

ロ
ー

マ
 
(
a
n
u
lom
a
,
 順

生
)
 及

び
低

い

カ

ー

ス

ト

の
男

子

と
高

い
カ

ー

ス
ト

の
婦

人

と

の
結

婚

に

よ

る
出

生
部

ち

プ

ラ

テ

イ

ロ

ー

マ

(p
r
a
t
ilo
m
a
,
 
逆

生
)
 の
結

果
、
混

合

力
ー

ス
ト
が

生

じ
、
更

に

こ

れ

ら

の
混

合

カ

ー

ス
ト
間

の
結

婚

に

よ

る
出

生

が
新

た

に
混

合

カ

ー

ス
ト

を
獲

生

せ

し

め

る

に
到

つ
た
。

さ

き

に
學

げ

た

チ

ャ
ー

ン

ド
ー

ギ

ャ

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

の
中

の

チ

ャ

ン
ダ

ー

ラ

の
外

に
も
、

タ

イ

ッ

テ

ィ
リ

古
代
イ

ン
ド
下
暦

カ
ー
ス
ト
に
關
す

る
若
干

の
考
察

(
藤
)
 

四
五
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古
代
イ

ン
ド
下
暦

力
ー

ス
ト
に
關
す
る
若

干

の
考
察

(
藤
)
 

四
六

ー

ヤ

・
サ

ン

ヒ

タ

ー

に

は

ク

シ

ヤ

ッ

ト

リ
 
K
s
a
t
r
、ラ

タ

カ

ー

ラ

R
a
-

th
a
k
a
r
a
、

ニ

シ

ャ

ー

ダ
 
N
i
sa
d
a
 
が
、

タ

イ

ッ

テ

ィ

リ

ー

ヤ

・
ブ

ラ

ー

フ

マ

ナ

に

は
、

ア

ー

ヨ

ー

ガ

ヴ

ァ
 
A
y
o
g
a
v
a
、

マ
ー

ガ

ダ
 
M
a
g
a
-

d
h
a
、

ス

ー

タ
 
s
u
t
a
、ラ

タ

カ

ー

ラ
、

ラ

ー

ジ

ャ

プ

ト

ラ
 
R
a
ja
p
u
tr
a
、

ウ

グ

ラ
 
U
g
r
a
 
が
、

ダ

ー

ン

ド

ヤ

・
ブ

ラ

ー

フ

マ

ナ

に

は

ス

ー

タ

や

(1
)

ク

シ

ャ

ッ
ト

リ

の
名

が

見

え

て

い

る
。

こ

れ
ら

は
後

世

の
経

典

文

學

に

お

い

て
混

合

カ

ー

ス
ト
と

し

て
詳

細

に
規

定

さ

れ
る

も

の
と

同

じ

名

で

あ

る

が
、

こ

れ
ら

が
す

べ
て
経

典

文

學

に

説

か

れ

る
も

の
と

同

様

な

意

味

を

も

つ
た
混

合

カ

ー

ス
ト

で

あ

る

と

は
断

言

で

き
な

い
。

し

か
し

既

に

こ

の
當

時
、

あ

る

程

度

混

合

カ

ー

ス

ト
的

な

も

の

が
存

在

し

た

で
あ

ろ
う

と

も

考

え

ら

れ

る
。

経

典

文

學

に

よ

れ

ば
、

チ

ャ

ン
ダ

ー

ラ

は

バ

ラ

モ

ン
女

と

シ

ュ
ー

ド

ラ
男

の
子
、

ニ
シ

ャ
ー

ダ

は

バ

ラ

モ

ン
男

と

ヴ

ァ
イ

シ

ャ
女

の
子
、

又

は

バ

ラ

モ
ン
男

と

シ

ュ
ー

ド

ラ
女

の
子
、

ア

ー

ー
ヨ
ー

ガ

ヴ

ァ
は

ヴ

ァ
イ

シ

ャ
女

と

シ

ュ
ー

ド

ラ
男

の

子
、

マ
ー

ガ

ダ

は

ク

シ

ャ
ト

リ

ヤ
女

と

ヴ

ァ
イ

シ

ャ
男

の
子
、

ス
ー
タ

は

バ

ラ

モ

ン
女

と

ク

シ

ャ

ト
リ

ヤ
男

の
子
、

ウ

グ

ラ

は

ク

シ

ャ
ト

リ

ヤ
男

と

シ

ュ
ー

ド

ラ

女

の
子
、
又

は

ヴ

ァ
イ

シ

ャ
男

と

シ

ュ
ー

ド

ラ
女

の
子

で
あ

り
、
ラ
タ

カ

ー

ラ
は

マ
ー

ヒ

シ

ュ
ヤ
 M
a
h
i
s
y
a
 

男

(
ク
シ

ャ
ト
リ
ヤ
男

と
ヴ

ァ
ィ

シ
ャ

女
の
子
)

と

カ

ラ

ナ
 
K
a
r
a
n
a
 女

(
ヴ

ァ
ィ
シ

ャ
男
と

シ

ュ
ー
ド

ラ
女

の

子
、
又

は
ク
シ

ャ
ト
リ
ヤ
男
と
ヴ

ァ
イ
シ

ャ
女

の
子
)

で

あ

り
、

ラ

ー

ジ

ャ

プ
ト

ラ

は

ヴ

ァ

イ

シ

ャ
男

と

ア

ン
バ

シ

ュ
タ

女

の
子
、

又

は

ク

シ

ャ

ト

(
2
)

リ
ヤ
男

と
カ
ラ
ナ
女
の
子
で
あ
る
。

こ
う

し

て
異

つ
た

カ

ー

ス
ト
問

の
人

々
の
情

交

や

結

婚

に
よ

り
、

カ

(
3
)

ー

ス
ト

の

混

灘
 
v
a
r
n
a
-S
a
m
k
a
r
a
 に

基

づ

く

子

等

が

生

ま

れ
、

こ

(
4
)

れ

ら

は

ヴ

ラ
ー

テ

ィ

ヤ
 
(
v
r
a
t
i
y
a
,
 

追
放
者
、

堕
姓
者
)
と
呼

ば

れ

た
。

カ

ー

ス
ト

を
腐

敗

さ

せ
る

こ
れ

ら

の

カ

ー

ス

ト

の

混

合
 
p
a
r
id
h
v
a
-

m
s
a
 が

生

ず

る
所

に
あ

つ
て

は
、

か

か

る
王

國

は

そ

の

國

民

と

共

に

(
5
)

速

か

に

滅

亡

す

る

と

い

わ

れ

た
。

1
 

T
a
it
.-s
a
m
.
,
 
I
v
.
 5
.
 4
.
 2
;
 T
a
it
.-
Br
.
,
 
I
I
I
.
 

4
.
 1
;
 T
a
n
d
y
a
-B
r
.
,

X
IX
.
 14

2
 

Y
a
jn
a
v
a
k
y
a
-
Sm
r
ti
,
 
I
.

9
1
-9
4
;
 O
a
u
t
a
m
a
-D
h
.
 s
.
,
 
I
,
 
1
4
,
 

e
t
o
.

3
 

M
na
n
u
,
 x
.
 2
4

4
 

B
a
ud
h
a
y
an
a
-D
h
.
 s
.
,
 
I
.
 

9
.
 16

5
 

M

a
n
u
,
 X.
 6
1

四
、

混

合

カ

ー

ス

ト

の

冠

會

的

地

位

タ

イ

ッ

テ

イ

リ

ー

ヤ

・
ブ

ラ

ー

フ

マ

ナ

に

は
、

ラ

タ

カ

ー

ラ

は

雨

季

(
1
)

に
聖

火

を
捧

ぐ

べ
き

で
あ

る

と

説

き
、

バ

ー

ラ

ド

ヴ

ァ
ー

ジ

ャ

・
グ

リ

フ

ヤ

ス
ー

ト

ラ
に
も

ラ

タ

カ

ー

ラ

は
雨

季

に
入

門

式

を

行

う

べ
き

こ
と

(
2
)

を
規
定
し
て
い
る
。
ラ
タ
カ
ー
ラ
は
ア
ヌ
ロ
ー

マ
同
士
の
結
婚
に
よ
り

生
ま
れ
た
者
で
あ
る
が
、

マ
ヌ
法
典
に
よ
れ
ば
、
同
じ
カ
ー
ス
ト
の
婦

人
及
び
次
の
低
い
カ
ー
ス
ト
の
婦
人
に
よ
つ
て
生
ま
れ
た
六
人
の
息
子

は
再
生
族
の
義
務
を
有
す
る
と
し
て
、
六
ア
ヌ
ロ
ー
マ
の
者
は
再
生
族

(
3
)

の
儀

式

を

行

い
得

る

と

し

て

い

る
。

ヤ

ー

ジ

ュ

ニ

ャ

ヴ

ァ

ル

キ

ャ

法
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典
、

一

・
九

五

の

ミ

タ
ー

ク

シ

ャ
ラ
 
M
i
ta
k
s
a
r
a
 註

に

は
、

ク

シ

ャ

ト

リ

ヤ

と

ヴ

ァ
イ

シ

ャ
が
彼

等

よ

り
直

ぐ

下

の
カ

ー

ス

ト

の
婦

人

に

よ

り
儲

け

た

ア

ヌ

ロ
ー

マ
の
子

及

び

ア

ヌ

ロ
ー

マ
同

士

の
子

は

祭

式

を

行

い
、

布

施

を

し
、

入

門

式

の
儀

式

を

行

う

椹

利

を

有

す

る

と

述

べ
て

い

る
。

ガ

ウ

タ

マ

・
ダ

ル

マ
ス
ー

ト

ラ

に

は
、

バ

ラ

モ

ン
と

シ

ュ
ー

ド

ラ

(
4
)

婦
人
と
か
ら
生
ま
れ
た
子
の
場
合
に
例
外
規
定
を
設
け
て
い
る
。
又
、

マ
ヌ
法
曲
ハに
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
プ
ラ
テ
ィ
ロ
ー
マ
は
シ
ュ
ー
ド
ラ
に

等
し
い
者
と
さ
れ
、
従
つ
て
入
門
式
を
行
う
資
格
は
な
か
つ
た
と
見
ら

(
5
)

れ

る
。

 

ア

ヌ

ロ
ー

マ
の
息

子

が

そ

の
父

や

母

の

カ

ー

ス
ト

に

比

し

て
如

何

な

る
地

位

に

あ

る

か

に

つ

い
て

は
、

次

の
よ

う

な

読

が
あ

る
。

一
、
或

る

カ

ー

ス
ト

の
男

子

が
そ

の
直

ぐ

下

の

カ

ー

ス
ト

の
婦

人

と
結

(6
)

婚
し
た
場
合
、

そ
の
子
は
父
の
カ
ー
ス
ト
に
属
す
る
。
但
し

一
つ
置
い
(7
)

て
次

の
カ

ー

ス

ト

の
妻

と

の
息

子

は

異

力

ー

ス

ト
 a
s
a
v
a
n
a
 で

あ

る
。

二
、

ア

ヌ

ロ
ー

マ
の
結

合

に

よ

る

子

は

父

の

カ

ー

ス

ト
よ

り

低

い
歌

態

に

あ

る

が
、

母

の

カ

ー

ス
ト
よ

り

は

高

い
状

態

に
あ

る
。

再

生

族

の
男

子

が

そ

れ

ぞ

れ

直

ぐ
下

の

カ

ー

ス

ト

の
婦

人

と

の
間

に
儲

け

た
息

子

は

父

と

類

似

し

た

も

の
で
あ

つ

て
、

再

生

族

の
義

務

を

有

す

る

が
、

そ

の

(
8
)

母
に
訣
鮎
が
あ
る
の
で
非
難
さ
れ
る
。
三
、

ア
ヌ
ロ
ー
マ
に
よ
る
息
子

(
9
)

は

母

の
カ

ー

ス
ト

と
同

じ

で
あ

る
。

次

に

プ

ラ

テ

ィ

ロ
ー

マ
は

「
法

か

ら
除

か

れ

た

る
」

d
h
a
r
ma
-h
i
na

(
10
)

者

と

い
わ

れ

る
。

又
、

プ

ラ

テ

ィ

ロ
ー

マ
は
不

眞

實

で

あ

り
、

ア

ヌ

ロ

(1
1
)

ー

マ
は

眞

實

で
あ

る

と

も

い
わ

れ
る
。

ス

ー

タ
、

ヴ

ァ

イ
デ

ー

バ
カ
、

チ

ャ

ン
ダ

ー

ラ
、

マ
ー
ガ

ダ
、

ク

シ

ヤ

ッ

タ
ー

ラ
、
ア

ー

ヨ
ー

ガ

ヴ

ァ
、

こ
れ

ら

の
六

の
プ

ラ

テ

ィ

ロ
ー

マ
は

そ
れ

ら

自

身

の

カ

ー

ス

ト

の
婦

人

に

よ

つ
て
、

等

し

い

カ
ー

ス
ト

の
者

を

生

む
。

彼

等

は

そ

の
母

の

カ

ー

ス
ト

の
婦

人
、

又

は

上

の
カ

ー

ス
ト

の
婦

人

に

よ

つ

て
同

じ

カ

ー

ス
ト

の
者

を

生

む
。

こ
れ

ら

六

力

ー

ス
ト
は
、

又
相

互

の
婦

人

と

の
間

に
多

敷

の
賎

し

む

べ
き

子

を
儲

け

る
。

彼

等

は

そ

の
父

よ

り

更

に

罪

深

く
、

又

ア
ー

リ

ヤ
人

の
肚

會

か

ら
排

斥

さ

れ

る
。

排

斥

さ

れ
た

者

は

高

い

カ

ー

ス
ト

の
婦

人

に

お

い

て
、

更

に
排

斥

さ

れ
る

べ
き

者

を

生

む
。

か
く

(
12
)

て
卑
賎
な
者
は
次
々
に
卑
賎
な
者
を
生
ん
で
ゆ
く
の
で
あ
る
。

1
 

T
a
i
t
.
 
B
r
.
,
 
I
.
 1
.
 4
.8

2
 

B
h
a
r
a
d
va
ja
-
G
.
 
S
.
,
 

I
.
 
1
.
 又、

ラ

タ

カ

ー

ラ

の
家

族

は
馬

祠

(A
s
va
-

m
e
d
h
a
)
 の
際

に

馬

と

そ

の
保

護

者

の

た

め

の
休

憩

所

と

な

つ

た

(
o
f
.

S
a
ta
.-B
r
.
,
 
X
I
I
I
.
 4.
 2.
 1
7
:
 
A
p
a
s
t
a
m
b
a
-
S
r
.
 

x
x
.
 9
.
 18
.
 シ

ャ

ル

マ
に

よ

れ

ば
、

こ

れ

は

ラ

タ

カ
ー

ラ
が
後

世

の
馬

祠

の
際

に

も

政

治

的

地
位

を

維

持

し
績

け

た

こ
と

を

示

す

と

し

て

い
る

(
R
a
m
 
S
ha
r
a
n
 
S
h
a
-

34567

古
代

イ

ン
ド
下
暦

カ
ー

ス
ト
に
關
す

る
若
干

の
考
察

(
藤
)
 

四
七

-490-



古
代

イ

ン
ド
下
暦

力
ー
ス
ト
に
關
す

る
若
干

の
考
察

(
藤
)
 

四
八

8
 
M
a
n
u
,
 
X
.
 2
8
:
 
X
.
 9
,
 
1
4

9

 
ヤ

ー
ジ

ュ
ニ
ャ
ヴ

ァ
ル
キ

ャ

・
ス
ム
リ
テ
ィ

一
九

一
の
ミ
タ
ー

ク
シ
ャ

ラ
註

10
 

G
a
uta
n
l
a
-D
h
.
 s
.
,
 
Iv
.
 20

1
1 

v
i
sn
u
-D
h
.
 
S
.
,
 

X
v
I
.
 
3

12
 

M
a
n
u
,
 
X
.
 26
-3
1

五
、

カ

ー

ス

ト
の
向

上

と
向

下

一
方

に

お

い
て

カ

ー

ス
ト

の
向

上

の
道

も

開

か

れ

て

い
た
。

ガ

ウ

タ

マ

・
ダ

ル

マ

ス
ー

ド

ラ
に

は
、

ア

ー

チ

ャ
ー

リ

ヤ

の
説

と

し

て
、

各

力

ー

ス
ト

の
花

婿

が
花

嫁

よ

り
高

い
か
低

い

か
何

れ

か

の
場

合

に
、

彼

等

は

そ

れ
ぞ

れ

七

代

か

五

代
経

つ
て
向

上
す

る

か

向

下

す

る

と

説
、い
て

い

範
。

ハ
ラ
ダ

ツ
タ
 
H
a
r
a
d
a
tta
 は

こ

れ

を

次

の
如

く

説

明

す

る
。

バ

ラ

モ

ン
の
男

子

が

ク

シ

ャ

ト
リ

ヤ
の
婦

人

と

結

婚

す

る

時
、

こ
め

結

婚

か
ら

生

ま

れ

た

娘

は

サ

ヴ

ァ

ル
ナ

ー
 
S
a
v
a
r
n
a
 と

呼

ば

れ

る
。

こ

の

娘

が

バ

ラ

モ

ン
と
結

婚

し
、

娘

が

生
ま

れ
、

こ

の
娘

が

ま

た

バ

ラ

モ

ン

と
結

婚

し
、
も

し

こ
れ

が
同

じ
具
ハ
合

に

七

代

に

わ

た

つ
て
績

く

な

ら

ば
、

然

る
時

第

七

代

目

の
娘

が

バ

ラ

モ
シ

と
結

婚

す

る
場

合
、

そ

の
結

婚

か

ら

生
ま

れ
る

子

は

す

べ

て

バ

ラ

モ

ン
の

カ

ー

ス
ト

に
厩

す

る
。

こ

れ

に

反

し
、

バ

ラ

モ

ン
が

ク

シ

ャ
ト

リ

ヤ
の
娘

と
結

婚

し
、

サ

ヴ

ァ

ル
ナ

と

呼

ば

れ

る

息

子

が

生

ま

れ

る
場

合
、

そ

の
息

子

が

ク

シ

ャ
ト

リ

ヤ

の
娘

と
結

婚

し

て
息

子

を

得

る
。

こ
れ

が

五
代

の
間

績

き
、

第

五
代

の
息

子

が

ク

シ

ャ

ト

リ

ヤ

の
娘

と

結

婚
す

る
時
、

そ

の

生
ま

れ

た
息

子

は

ク

シ

ヤ
ト

リ

ヤ
の

カ

ー

ス

ト

に
屡

す

る
。

(
尤
も
先
行
す
る
代

に
お
い

て
は
、

父

は
ク
シ

ャ
ト
リ
ヤ
よ
り
高

く
、

母
の
み
が
ク
シ

ャ
ト
リ
ヤ

で
あ

る
。
)

マ
ヌ
法
典

に

よ

れ

ば
、

バ

ラ

モ

ン
の
男

子

と

シ

ュ
ー

ド

ラ

の
婦

人

と

の
間

に
生

ま

れ

た

女

の
子

が

バ

ラ

モ

ン
の
男

子

と
結

婚

し

て
女

の
子
を

生

む

と
、

劣

つ
た

カ
ー

ス

ト
は

七

代

に

し

て
最

高

の

カ

ー

ス
ト

に
到

達

す

る
。

し
か

し

バ

ラ

モ

ン
も

代

々
シ

ュ
ー

ド

ラ

の
娘

と
結

婚

す

る

と
、

七
代

に

し

て

シ

ュ
ー

ド

ラ

に
顛

落

す

る
。

こ

の

こ
と

は

ク

シ

ャ

ト

リ

ヤ

(
2
)

或

は

ヴ

ァ
イ

シ

ャ
の
子

孫

に

つ

い

て
も

同

様

で

あ

る
。

メ
ー

ダ

ー

テ

ィ

テ

ィ
 
M
e
d
h
a
t
ith
i
 や

ク

ル
ー

カ
 
K
u
l
l
u
k
a
 

は

マ
ヌ
法
典

の
言

葉

を

更

に
敷

衛

し

て
、

バ

ラ

モ

ン
が

ヴ

ァ
イ

シ

ャ

の
婦

人

と

結

婚

し

て
、

生

ま

れ

た
娘

が
再

び

バ

ラ

モ

ン
と
結

婚

し

て
ゆ

く

と
、

第

五

代

目

に

お

い

て

カ
ー

ス
ト

の
向

上
 ja
t
y
-
utk
a
r
sa
 が

あ

る
。

こ

れ

に
反

し
、

バ

ラ

モ

ン
の
男

子

と

ヴ

ァ
イ

シ

ャ

の
婦

人

か

ら
息

子

が
生

ま

れ
、

彼

が

ヴ

ァ
イ

シ

ャ
の
婦

人

と

結

婚

し
、

こ

の
よ

う

に
績

け

て

ゆ
く

と
、

第

五

代

目

に

は
息

子

は
ヴ

ァ

イ

シ

ャ
と

な

る
。

即

ち

カ

ー

ス

ト

の
向

下
 
J
aty
-a
p
p
-

K
a
r
sa
 が

お

こ

る
。

同

様

に

し

て
、

若

し

バ

ラ

モ

ン

の

男

子

が

ク

シ

ャ

ト
リ

ヤ

の
婦

人

と
結

婚

す

る
場

合
、

そ

れ

ぞ

れ

三

代

に

し

て

カ
ー

ス

ト

の
向

上

と
向

下

が

お

こ

る

と

い
う

の

で
あ

る
。

1
 
C
a
u
ta
m
a
-D
h
.
 s
.
,
 
I
v
.
 18

2
 
M
a
n
u
,
 
X
.
 
6
4
,
 

6
5
.
 ヤ

ー

ジ

ュ

ニ
ャ
ヴ

ァ
ル
キ

ャ
法
典

一
九
六
に
よ

れ
ば
、
職
業
を
換

え
る
際

に
同
様
な

こ
と
が
お

こ
る
。

(
文
部
省
科
學
研
究
費
に
よ
る
研
究
成
果

の

一
部
)

-491-


